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この度は、シーアンドシー製品をお買い上げいただき誠にありが
とうございます。ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みにな
り、内容を十分に理解してから正しくお使いください。お読みいた
だいた後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。

本製品の外観に若干の色味の差、または筋状のもの（ウェルドライン）
が見える場合がありますが、製品の品質、性能に問題はありませんの
で安心してご使用ください。

本製品は、シーアンドシー耐圧検査基準に
基づいた検査に合格しています。
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安全上のご注意
本製品は水中専用ストロボです。セッティング確認時を除き陸上での発
光は控えてください。
ご使用の前に「安全上の注意」をお読みになり、正しくお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。

ここに記載した注意事項は、人や製品への危害や損害を未然に防止する
ための重要な内容です。内容をよく理解してから製品を正しく安全にお使
いください。

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性が高いと
想定されます。

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れます。
取り扱いを誤った場合、ケガを負う可能性および物的損害の発
生が想定されます。また、製品の品質、信頼性が損なわれる可能
が想定されます。

●本製品を分解、加工改造（ハンダ付けなど）、加熱、火中投入などをしないこと。
火災や感電、発火、発煙の恐れがあります。分解、加工改造品の浸水、破損等
の保証はいたしかねます。修理や内部の点検は、ご購入の販売店にご相談く
ださい。

●指定以外の電池は使用しないこと。指定以外の電池を使用すると、ガスが発
生して破裂する恐れがあります。
●本製品を収納、運搬するときは、必ず電池を外すこと。電池を装着したまま収
納、運搬すると、意図せずに電源が入り、火災の原因になります。
●本体ケースやバッテリーキャップを開ける際は、人体に向けないこと。電池の
発熱などが原因で本体内部が高圧になると、ケースやバッテリーキャップが
勢いよくはずれることがあり、ケガの原因になります。
●本製品の内部に水や異物を入れないこと。火災や感電の原因となります。本
製品は防水構造になっていますが、何らかの原因で内部に水が入ったときは、
すぐに電源を切り、使用を中止してください。
●濡れた手で電池を触らないこと。感電の原因になります。
●可燃性ガスおよび爆発性ガスなどが大気中に存在するおそれがある場所で
は、使用しないこと。引火や爆発の原因になります。
●ストロボやライトの発光部を床や机などに伏せた状態で発光させないこと。
発熱や火災の原因になります。
●ストロボやライトの発光後、発光部に触らないこと。火傷の原因になります。

危険

危険

警告

警告

注意



●自動車内の運転者に向けてストロボなどの補助光を使用しないこと。ストロボな
どを使用すると目がくらみ、運転不能となり、事故を起こす原因になります。
●自動車など、乗り物を運転しながら使用しないこと。事故を起こす原因になります。
●本製品を乳幼児の手の届くところに置かないこと。付属品や小さな部品などを
誤って飲み込む恐れがあります。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談
してください。

●ご使用の前に、必ず本製品の取扱説明書（本書）をよく読んでからお使いくださ
い。
●本製品の耐圧深度は75mです。水深75m以上の水中でご使用になると、浸水や
故障の原因となる場合がありますのでご注意ください。
●煙が出たり、異音や異臭がするときは、ただちに使用を中止し、ご購入の販売店
にご相談ください。
●万一、浸水した場合は、ただちに電源を切り、すぐに使用を中止してください。
●浸水しているときは、内部の圧力が高くなっていることがあります。バッテリー
キャップを開けるときに水が吹き出したり、バッテリーキャップや本体が跳ね上
がったりすることがありますのでご注意ください。ケガの原因になります。
●バッテリーキャップの開閉は、火の気のない場所でおこなってください。
●本製品は気密構造となっておりますので、密閉した状態で航空機などで運搬した
場合、内外の気圧差が生じることがあります。本体を密閉しない状態（バッテリー
キャップを外すなど）で運搬してください。
●水しぶきのかかる場所、湿気の多い場所、海岸など砂のつきやすい場所では、
バッテリーキャップの開閉をおこなわないでください。水滴落下、浸水などにより
故障の原因になります。
●強い電波や磁気の発生する場所では、正常に動作しなくなることがありますので
ご注意ください。
●本製品を布などで覆った状態で使用しないでください。熱がこもって本体の変形
や火災の原因になります。
●ストロボやライトを人（特に乳幼児）の目の前に近づけて使用しないでください。
目の近くで発光させると、視力障害を起こす危険性があります。特に乳幼児を撮
影するときは、1m以上離れてください。
●使用中の本製品には長時間触れないでください。温度が相当上がることがあり
ますので、低温ヤケドの原因になります。
●本製品を落としたり、振り回したり、撮影機材を持ったままボートから海に飛び込
んだり、機材を海に投げ込むなど、強い衝撃を与えないでください。思わぬケガや
破損、故障の原因となります。
●ストロボ、ライト、アクセサリー類は確実に固定し、落下、紛失などにご注意くださ
い。また、必要以上に曲げたり、力を加えたりしないでください。思わぬケガや破
損、故障の原因になります。
●本製品の上に重いものを置いたり、乗ったりしないでください。重量で本体が変
形して内部部品が破損すると、火災、感電、故障の恐れがあります。また、浸水の
原因にもなります。

安全上のご注意

注意
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●薬品、化粧品、シンナーなどの石油系溶剤、台所用中性洗剤などは変形や損傷の
原因となる場合がありますので、絶対に使用しないでください。
●高温になるところに放置しないでください。特に炎天下や夏季の車内、車のトラン
クの中は非常に高温になりますので、絶対に放置しにでください。本製品はプラ
スチックを使用していますので、熱で変形し内部部品が破損すると、火災、感電、
故障などの恐れがります。また、高温となる環境下に製品を密閉した状態で放置
しますと、内部の圧力が上がり本体の変形や反りなどが生じて、浸水の原因と
なったり、結露を生じる場合があります。
●水に濡れた場所や湿気の多い場所に本製品を保管しないでください。カビやサ
ビ、腐食、故障の原因になります。
●長期間ご使用にならないときは、内部電子部品の劣化を防ぐため、1ヶ月に一度
を目安に電池を入れてテスト発光をおこなってください。各操作部も実際の撮影
同様に動作させてください。その後READYランプ（赤色）が点灯していることを確
認して電源をOFFにし、電池を取り出してください。
●万一、本製品の不具合により撮影できなかった場合でも、撮影内容、および撮影
のための諸費用などの補償についてはご容赦ください。
●本製品のご使用において、万一、お客様の取り扱い上の不注意により破損、損傷
などが生じた際のカメラ、レンズ、その他アクセサリーなどの交換、補償はいたし
かねます。
●仕様および外観などは予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承くだ
さい。

安全上のご注意



電池使用上のご注意
危険

警告

●電池を火中に投入したり、加熱しないこと。
●電池を分解、改造しないこと。発熱、発火したり、強アルカリ性の液が飛散して危
険です。
●電池の端子部（ と－）に金属物（針金やネックレス、ヘアピンなど）を接触させな
いこと。また、金属物と一緒に持ち運んだり、保管しないこと。液漏れ、発熱、発火、
破裂の原因になります。
●ニッケル水素充電池の充電は、専用充電器を使用して指定の充電条件を守るこ
と。液漏れ、発熱、発火、破裂の原因になります。
●電池の液漏れが発生した場合は、すぐに火気より遠ざけること。漏れた液や気体
に引火して、発火、破裂の原因になります。
●万一、電池の液漏れが発生し、液が皮膚や衣服に付いた場合は、すぐに水でよく
洗い流すこと。皮膚に障害を起こすことがあります。液が目に入ったときは失明の
恐れがありますので、目をこすらずにきれいな水で洗い、ただちに医師にご相談く
ださい。
●電池は、プラス、マイナスの向きが決められています。充電器や機器に接続すると
きにうまくつながらない場合は、無理に接続しないこと。プラス、マイナスの向き
を確かめてくさださい
●電池を電源コンセントや自動車のシガレットライターの差し込み口に直接接続し
ないこと。

●電池を水や海水などにつけたり、端子部分を濡らさないこと。発熱、サビの原因
になります。
●電池のケースや外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと。液漏れ、発熱、
破裂の原因になります。
●充電の際に所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充電をやめる
こと。液漏れ、発熱、破裂の原因になります。
●電池の液漏れ、変色、変形、その他従来と異なる場合は使用しないこと。異常を
感じたときは、すぐに使用を中止し、ご購入の販売店にご相談ください。
●電池を誤って飲み込むことがないように、本体および電池は、特に乳幼児の手の
届くところに置かないこと。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師にご相談くだ
さい。
●電池を直射日光の当たる場所や炎天下の車内、ストーブの前など、高温の場所
で使用、放置しないこと。液漏れ、発熱、性能低下、寿命短縮の原因となります。
●指定外の電池（リチウム一次電池など）を使用しないでください。液漏れ、発熱、
破裂により、ケガや火傷の原因となることがあります。
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注意

電池使用上のご注意

●電池に強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。
●ニッケル水素充電池の充電方法や取り扱いについては、電池の取扱説明書をよく
お読みください。
●ニッケル水素充電池の使用は、必ず0∼50℃の温度範囲でおこなってください。
●ニッケル水素充電池の充電は、必ず0∼40℃の温度範囲でおこなってください。
●ニッケル水素充電池を長時間ご使用にならなかった場合は、必ず充電してくださ
い。
●ニッケル水素充電池を冷たいまま、または低温の場所の戸外（0℃以下）で充電し
ないでください。電池の液漏れ、性能低下、寿命短縮の原因になります。
●電池の端子が汚れると機器との接触が悪くなり、電源が切れる、充電されないな
どの現象が起こります。乾いた布などで拭いて端子をきれいにしてからご使用くだ
さい。
●電池を使用機器に接続した状態で長時間放置しないでください。また、ご使用後
は、使用機器の電源を必ず切ってください。液漏れの原因になります。
●電池を使用しない場合は、液漏れやサビを避けるために使用機器から電池を取り
出し、-20∼30℃の湿気の少ない場所で保管してください。
●使用済のニッケル水素充電池は貴重な資源です。端子にテープを貼り付け絶縁し
てから、充電池リサイクル協力店に持参してください。
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ストロボ

シリコングリス

減光フィルター

同梱品を確認しましょう
本製品をご使用いただく前に、すべての同梱品が入っていること
をご確認ください

J-7



光ファイバーソケット
（スレーブセンサー）
（ J-13）

バッテリーキャップ
（ J-11）

電源スイッチ
（ J-9）

READYランプ
（ J-9）

ストラップ穴
（ J-16）

光ファイバーフック
（ J-13）

光ファイバーソケット（増灯用）
（ J-9）

アーム取り付け
ナット
（ J-10）

発光部

各部の名称

J-8



OFF

TTL

各部の名称

スイッチの操作

光ファイバーソケット（増灯用）

READYランプ

電源を切ります。使用しないとき
は、[ OFF ]にしてください。

撮影するときにセットします。

OFF

TTL

電源スイッチ

光ファイバーソケット（増灯用）は、スレー
ブセンサーではありません。本製品をメイ
ンストロボとして使用する場合に、オプショ
ンの光ファイバーケーブルを取り付け、サ
ブストロボを発光させることができます。

ストロボが発光可能状態になると赤色に
点灯します。

J-9



固定ボルト

本製品をアームなどに取り付ける際は、
固定ボルトを矢印の方向から入れて固
定します。

注意
●固定ボルトを逆方向から入れて取り付けると、アーム取り付けナッ
トなどを破損する恐れがありますので、注意してください。
●アームなどを取り外した状態で、固定ボルトを締め付けないでく
ださい。
●本製品を保管する際は、固定ボルトを取り外してください。

各部の名称
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電池室への水滴落下を防ぐため、本体を横向きにしてバッテリ
ーキャップを開けてください。
本製品には、以下の電池（4本）が使用できます。

電源スイッチを[ OFF ]にする
（図1）

［　　］を反時計方向にまわして、
［　　］の位置に合わせる
（図1）

バッテリーキャップをまっすぐに引
き抜く

●単3アルカリ乾電池
●単3ニッケル水素電池

1

2

3

●本体を横向きにしてバッテリーキャッ
プを開けてください。

⊕⊖のマークに合わせて電池を入
れる（図2）

4

●電池の向きを間違えないように注意
してください。

バッテリーキャップ

電源スイッチ
図1

図2

OFF

TTL

電池を入れましょう
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電池を入れましょう

バッテリーキャップの［　　］と
［　　］を合わせる（図3）

5

バッテリーキャップの［　　］を、
［　　］に合わせ、押し込む
（図3）

6

●Oリングにキズやゴミなどがないこ
とを確認してください。

バッテリーキャップの［　　］を、
時計方向にまわして［　　］の
位置に合わせる（図4）

7

●カチッと音がするまで確実にまわ
してください。

注意
●FULL発光した後、ストロボが発光可能状態（READYランプが赤色

に点灯）になるまで30秒以上かかる場合は、充電済の電池、または
新品の電池に交換してください。
●電池を装着する際は、本体の水分を十分に拭き取り、乾いた手でお

こなってください。特に、毛髪やウエットスーツからの水滴にご注意
ください。感電や製品のカビ、故障、浸水の原因になります。
●電池は、必ず同一種類のものをご使用ください。
●電池を交換する際は、4本同時に交換してください。

図3

図4

バッテリーキャップ

〝 カチッ 〟



ストロボをセットしましょう
本製品をご使用する際、光ファイバーケーブル（オプション）を接
続します。本製品は、内蔵のスレーブセンサーでカメラの内蔵フ
ラッシュなどの発光を感知し、それに同調して発光することができ
ます。光ファイバーケーブルを使用しないと、撮影条件によっては
発行しません。

構造上、光ファイバーケーブルが使用できないハウジングがありま
すので、ご注意ください。

右側の差し込み口は増灯用の光ファ
イバーシケットです。増灯用光ファイ
バーソケットの使用方法は、J-9ペー
ジをご覧ください。
サブストロボ（増灯用）としてご使用に
なる場合は、J-14ページをご覧くださ
い。

光ファイバーケーブルの差込口がな
いハウジングの場合は、フラッシュ窓
部分にオプションのストロボマスクを
取り付け、光ファイバーケーブルを差
し込んでください。

光ファイバーケーブルのコネクター
を光ファイバーソケット（スレーブセ
ンサー）に止まるまで差し込む

1

光ファイバー用フックに光ファイバ
ーケーブルを通す

2

光ファイバーケーブルのコネクター
をハウジングの差込口に差し込む

3

ストロボマスク
（オプション）

光ファイバー用
フック

J-13



J-14

● ご使用になる前に、必ず光ファイバーケーブルの取扱説明書をよく
お読みください。

● ご使用になる前に、必ずハウジングの取扱説明書をよくお読みくだ
さい。

● 本製品と弊社製品DX-8000G / DX-1G / DX-2Gセット（生産終了）
を組み合わせてご使用になる場合は、各ハウジング付属の光ファイ
バーケーブルアダプターをハウジングに取り付けてご使用ください。

光ファイバーソケット（増灯用）は、スレーブセンサーではありません。
本製品をメインストロボとして使用する場合に、オプションの光ファイ
バーケーブルを取り付け、ストロボを増灯することができます。

注意

光ファイバーケーブル
アダプター

メインストロボ

光ファイバーケーブル

サブストロボ

サブストロボ（増灯用）を使う

ストロボをセットしましょう



撮影する際、必ずカメラの内蔵フラッシュを強制発光モードに設
定してください。カメラの内蔵フラッシュが発光しないと本製品も
発光しません。

本製品に搭載されているT TLシステムは、スレーブT TLシステム
です。プリ発光するメインストロボ（カメラ内蔵のT TLフラッシュ
や、カメラに接続されている他のT TLストロボ）がある場合に有
効です。

スレーブT T Lで撮影するためには、必ずカメラの内蔵フラッシュ、
またはカメラと接続されている他のT TLストロボが必要となります。
本製品は、そのサブストロボとしてご使用いただけます。T T L 機能
を持つメインストロボ（カメラの内蔵フラッシュ）がない場合、また
は、メインストロボ（カメラの内蔵フラッシュ）がプリ発光しない場
合は、本製品は正しく発光しません。

TTL撮影

電源スイッチを[ T TL ]にセットする1

撮影する2

スレーブT TLとは

内蔵フラッシュに追従して発光するストロボシステムのことです。

撮影しましょう
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減光フィルターを使う

減光フィルターを取り付ける

近距離撮影する場合は、減光フィルターのご使用をおすすめしま
す。

減光フィルターストラップを、本体
のストラップ穴に通す

1

減光フィルターの切り欠きとストロボ発光部の凸部を合わせ
る

2

ストロボ本体の溝部（左右）に減光フィルターのツメがしっか
りはまるようにセットする

3

減光フィルターが正しく付けられたことを確認してからご使用くだ
さい。使用中の脱落、紛失、破損などの原因になります。

撮影しましょう

ストラップ
穴

溝部
（左右）

凸部

ツメ

切り欠き部



撮影しましょう

減光フィルターを取りはずす

減光フィルターのA部（2ヶ所）を指でつ
まむように持ち、A部（2ヶ所）を手前に引
き上げるようにしてツメを本体の溝部よ
りはずします。

片側のみを持って減光フィルターを取りはずさないでください。減
光フィルターが破損する場合があります。

明るい場所での撮影時、露出オーバーになる傾向があります。カメ
ラの露出補正で調整しきれない場合、カメラ側のISO感度を下げ
たり、アームの長さを伸ばしたりして、本製品と被写体との距離を
極力離してご使用ください。

LEDライトなど他の製品と併用して使用した場合、ミックス光にな
るため露出オーバーになります。とくに被写体に接近したマクロ撮
影のときはライトを消灯してご使用ください。

撮影時のご注意

A部
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お手入れと保管上のご注意

●薬品、化粧品、シンナーなどの石油系溶剤、台所用中性洗剤などは変形
や損傷の原因となる場合がありますので、絶対に使用しないでください。
十分に真水に浸けなかったり、流水で洗うだけでは塩分が残り、乾燥す
ると塩は結晶となり水に溶けにくくなります。本製品に付着した塩の結
晶は非常に取れにくく、浸水の原因になることがあります。
水洗いした後は、乾いた柔らかい布で水気をよく拭き取り、陰干しにし
て乾かしてください。
熱を発生する機器で強制的に乾燥させることは、変形や破損の原因と
なることがありますのでおやめください。
長期間ご使用にならないときは、高温、高湿、直射日光の当たる場所や、
極寒になる場所を避けて保管してください。
ナフタリンや樟脳の入った場所や、実験室のような薬品を扱う場所では
本製品を保管しないでください。カビやサビ、腐食、故障の原因になり
ます。
ご使用になった後は、電池を取り出して保管してください。

ご使用の頻度や保管状態によっても異なりますが、製品の性能を維持
するために、お買い上げいただいてから2年毎に1回を目安に、オー
バーホール（有料）に出すことをおすすめします。
長期間ご使用にならないときは、内部電子部品の劣化を防ぐために、
1ヶ月に一度を目安に電池を入れてテスト発光をおこなってください。
READYランプが赤色点灯している状態（ストロボ発光可能状態）で電
源スイッチを[OFF]にして、電池を取り出してください。また、各操作部も
実際の撮影と同じように動かしてください。

ご使用になった後は、必ず防水さ
れている状態で、図のように十分
に真水に浸けてから流水で洗って
ください。可動部分（レバーやボタ
ンなど）は動かしながら洗ってくだ
さい。
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約60g（電池、固定ボルト含む）
約441g（電池含まず、固定ボルト含む）

電源スイッチ（OFF / T TL）操作部

単3アルカリ乾電池：約2.5秒
単3ニッケル水素電池（2500mAh）：約1.9秒

単3ニッケル水素電池：約300回

5250K（フィルター使用時）

リサイクルタイム

単3ニッケル水素電池×4本

水中質量
質量

75（幅）×111（高さ）×129（奥行）mm寸法
75m耐圧深度
ABS樹脂、ポリカーボネート樹脂本体材質
1℃～40℃使用温度

単3アルカリ乾電池×4本使用可能電池

単3アルカリ乾電池：約230回発光回数

5600K（FULL発光時）色温度（陸上）
100°×100°照射角度

20（FULL発光時）
※カメラによって異なります
※陸上値（ISO 100/m）

ガイドナンバー
READYランプ（充電完了：赤色点灯）作動表示

仕様

仕様および外観などは、予告なく変更することがあります。あらかじめ
ご了承ください。
上記性能値は使用頻度、電池消耗の程度、充電量などにより異なりま
す。
上記性能値は、常温（25℃）時のものです。
水中質量は真水での計測値です。海での使用に関しては、塩分濃度に
よって浮力に差が生じます。
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